
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  地域とともにある学校づくり                        令和５年度 第 9号 

雫石町コミュニティ・スクール通信 
雫石町教育委員会 令和５年１０月１８日発行 

 

御明神小学校では橋場小学校と統合する前から、児童の作品のコピーを春木場駅の待合室に定期的に展示

しています。作品を地域の方に見てもらうことにより、児童の自信にもなり、制作の意欲を高めるねらいがあります。春

木場駅を利用している方からも「ギャラリーを見ていますよ」という声が届き、作品を通して学校の様子が分かって楽し

いと好評です。９月１日からは夏休みの作品を展示しています。 

 

春木場駅は地域と学校を繋ぐギャラリー 
御明神小学校 地域に開かれた学校へ 

体育ボランティア委員会は年間 3～４回、

春木場駅の清掃を行っています。地域の方

への感謝の気持ちを込めて掃除することで、

地域を愛する気持ちを育てたいと、夏場は駅

のホームや階段の掃き掃除、トイレ清掃、手す

り拭きを行い、冬は雪かきを行っています。 

１０月１１日（水）、４～６年生８名の児童が

ほうきや雑巾を持ち寄り、掃除を行いました。

委員長の伊藤謙進さんは、「お掃除はあまり

得意じゃないけど、地域の人が安心して使え

るために掃除しています」と話します。御明神

小はこれらの活動で毎年ＪＲ東日本から感謝

状をいただいています。ちょうど清掃をしている

時に秋田新幹線こまちが春木場駅を通過

し、児童たちが手を振って新幹線を見送る微

笑ましい光景が見られました。田園を走る新

幹線が見られることも地域の宝の一つです。 

 

電車を待ちながら鑑賞できます 

ピカピカにす

るぞ～☆ 

雑巾が苔で緑

色だ！ 

地域の方に気持ちよく利用してもらいたい！  地域貢献活動 

清掃や作品展示で春木場駅

のイメージアップに貢献 

こまち～、 

元気でな～！ 



 

上和野馬頭観世音堂は、馬の健康や農作業の安全をお祈りする仏堂で、東日本大震災をきっかけ 

りました。ハンマーとタガネを使い、岩を砕く両校の児童。しばらくするとあちこちから「あっ

た！」「見つけた！」と声が上がり、夢中で探していました 

 

御明神小学校     地域連携活動 

 

9月 24日（日）旧橋場小学校で「第 4回橋場の文化祭」が開催さ

れました。木工体験教室や、地元作家の作品販売、もちまきなどが行

われ、多くの方が訪れました。御明神小学校の児童の作品が展示さ

れた教室は、橋場小学校に児童が通っていたころを思わせます。授業

で制作した各学年の作品や夏休みの作品が展示されました。 

約 30年前、橋場小学校で校長先生をしていた鳥畑貞子先生を招

待し、抹茶の振る舞いコーナーを開設。先生の来訪を聞きつけた橋場

小学校卒業生が集い、昔を懐かしみました。雫石中学校１年千葉那

都希さんは御明神小学校の時に授業で行われていた茶道体験の成

果を生かし、来訪者に抹茶を振舞いました。 

旧橋場小学校は「木よう自習室」として地域に開放し、ふれあいサ

ロンなど地域の人達の憩いの場として活用されています。橋場小学校

に関わってきた人たちの思いが繋がり、閉校しても地域の学校としての

役割を担い続けています。 

9 月 27 日（水）、西山小学校岩手大好きクラブと家庭科クラブの 19 名は、上長山の小松牧場を訪問しました。

小松牧場は乳牛３７頭を飼育する酪農家です。小松牧場は牧草を作り、牛に食べさせ、牛のふんのたい肥を畑にま

いて草を育てる「循環型酪農」の仕組みを取り入れていますが、このような農場は珍しいそうです。小松崇さんは、小学

生たちが毎日飲んでいる牛乳がどのような経緯で給食に出されているかを話してくださり、児童は牛乳をより身近なもの

に感じていました。児童は乳しぼり体験と、子牛にミルクを飲ませる二つのグループに分かれ牛と触れ合いました。最

初は牛の大きさに圧倒され、乳に触ることもできずにいた児童でしたが子牛に哺乳瓶でミルクをあげる頃には、みんな

笑顔でお世話をしていました。 

 

御明神小学校の児童作品を展示 

抹茶をいただきながらプチ同窓会♪ 

西山小学校 岩手大好きクラブ＆家庭科クラブ in 小松牧場 

できた！、搾れたよ(・∀・) 大丈夫？蹴らないかな？💦 

おなかペコペコなの～？ 


